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調達レジリエンスの強化(BCP対策)
調達を取り巻くリスクと問題点

調達レジリエンス強化に向けて⽬指すべき姿

Solution Overview: QUNIE BCP Improvement

n ⾃然災害、コロナ、武装紛争等に起因するリスクの⾼まる中、コストや効率のみを追求した今までの調達戦略
では対応しきれなくなっております

調達レジリエンスを強化するための仕組み作り

n 調達リスク発⽣後の場当たり的な対応から、リスク発⽣時に備えた「情報収集」と「リスク対応策⽴案」を⾏え
る仕組みを構築することが重要です

現状 ⽬指すべき姿

リスク発⽣時に備えた
リスク対応戦略⽴案ができている
＝変化に対応できる／早い

リスク発⽣後に事実調査と
リスク対応策検討を⾏っている
＝変化に対応できない／遅い
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調達リスク管理システムにて調達リスク情報を⼀元管理し、平常時(災害時以外)よりリスク管理とリスク対応戦略
を検討することで、調達レジリエンスを強化することができます
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交通規制・交通事故等異常気象・災害
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品質・安全性の低下

サプライヤ不祥事
労働問題(ストライキ等)
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p 調達リスクを事前察知できておらず、
リスク発⽣時の対応が遅れ、調達が
滞ってしまう

p コスト・効率のみを追求した調達戦
略だけでは対応できない
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Why QUNIE ?

調達リスクの管理⽅法
n 平常時(災害時以外)より今後起こり得るリスクを可視化し、⾃社事業への影響度を測定することが重要です
n 災害発⽣時は、サプライヤの被災状況を早期に把握し、サプライチェーンの断続状況と⾃社商品への影響度

を特定の上、迅速なアクションを⾏うことが重要です

n クニエでは、現状の課題を踏まえた構想策定から調達リスク管理システムの選定・活⽤まで、調達レジリエンス
強化を実現するための取組を⽀援いたします
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調達リスク管理システム構築

設計・構築*2
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サプライヤ情報・
購買品情報登録

9M〜

*1・2 要件内容によりフェーズの期間は異なります

＜平常時(災害時以外)①＞ ＜平常時(災害時以外)②＞ ＜災害時発⽣時＞

＜リスク管理イメージ＞


